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1．はじめに 
施設更新工事では、工事期間中に施設の稼働を停

止できないことから既存施設の近隣に代替施設が必
要となる。特に大都市部においては新たに活用可能
な用地が少なく、代替施設の配置先の選定が重要と
なっている。 

本稿で対象とする施設は鉄道線路と道路高架橋に
挟まれた狭隘な箇所に位置していることから既存の
施設と同等規模の代替施設を配置できる用地がなか
った。そのため、施設の一部のみを道路高架橋下に配
置することで、段階的に施設を更新する計画とした。 

しかし、道路高架橋下には、旧高架橋が残存してお
り、これを撤去しなければ代替施設を設置できない。
本稿では、道路高架橋下の狭隘な空間に残存した高
架橋の撤去計画について報告を行う。 
 
2．現場状況 

更新する施設は、東側に供用中の道路高架橋、西側
に当社の営業線（留置線）の間に位置（図-1）してお
り、道路橋の下には、戦前に使用していたと想定され
る旧高架橋が残存している(図-2)。旧高架橋上面か
ら道路高架橋床版下までの距離は 1.6m 程度、道路高
架橋横梁までの距離は 0.6m 程度の非常に狭隘な空
間である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 また、道路高架橋の南東側は、区道が隣接している
ことから、施工ヤードとして活用できる箇所は、道路
高架橋の直下のみという状況である。 

高架橋の撤去には、大型クレーンを用いることが
一般的であるが、当現場は撤去する高架橋の上に供
用中の道路高架橋があることから、クレーンによる
撤去部材の吊り上げを行うことができない。さらに、
撤去材の支持・降下にジャッキを用いた場合、高頻度
でジャッキを組立解体しなければならず、工期が長
くなる。 

その上、現場付近は、市街地であり、騒音への配慮
が求められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．施工計画 
1)施工方法 
 現場状況を踏まえ、本現場では、撤去部材を 6t フ
ォークリフトにて下から支持したうえで残存位置に
おいて切断・分割し、降下させて搬出することとし
た。また、騒音への配慮として、部材の切断には、低
騒音で部材を解体できるワイヤーソーを採用するこ
ととした。 
 残存されていた旧高架橋は、床版、梁、柱、橋台の
順に撤去を行っていくこととした。以下に部材毎の
撤去計画を示す。 

図-1 位置平面図 

図-2 現場状況写真 
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２）床版・梁の撤去 
 フォークリフトで撤去部材を支持するためには、
受け部となるフォークよりも高い位置にあるバック
レストに支障しないようにしなければならない。そ
のため、フォークリフトには受け架台（図-3）を設置
することとした。また、撤去部材が降下時にずれ落ち
ることを防ぐため、この受け架台上部には 4 箇所の
ずれ止め鋼材を設けることとした。 

施工手順は、撤去部材にコアボーリング（ワイヤー
ソー用φ110 とずれ止め材差し込み用φ160）による
削孔を行い、それを利用してワイヤーソーで切断す
ることとした。 

また、撤去部材は、受け架台の重量とフォークリフ
トの性能を考慮し、荷重が 3.85ｔ以下(安全率 20%)
となるように分割(図-4)することとした。 

なお、撤去する旧高架橋は斜路傾斜であり、撤去す
る床版と受け架台に隙間が生じたままワイヤーソー
による床版切断を行うと、フォークリフトに落下に
よる衝撃が与えられてしまう。そのため、床版と受け
架台の間に鋼材を設置し、隙間が空かないようにす
ることとした。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
3）柱の撤去 
 柱は、フォークリフトで撤去部材を支持できるよ
うに、撤去部材にコアボーリングによる水平削孔 
（φ50）を行い、2 本の鋼棒を挿入することとした。 
 
 

鋼棒設置後、フォークリフトと鋼棒を固定しずれ止
めを行った上で、フォークリフトと反対側からワイ
ヤーソー切断を行い、切断後、フォークリフトにて撤
去する部材を吊り上げ撤去する(図-5)。撤去部材の
重量を考慮し、高さ 1.2m~1.7m で分割切断する。 
 
 
 
 
 
 
 
4）橋台の撤去 
 フォークリフトのフォーク部を差し込めるように、
橋台にコアボーリングによる水平削孔(φ150)を行
う。水平方向をワイヤーソーにて切断後、フォークリ
フトのフォークを開口部に差し込み支持し、鉛直方
向をワイヤーソーで切断後、撤去する(図-6)。撤去部
材は、重量を考慮し、高さ 1.1m、幅 1.2m で分割切
断する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上の撤去方法を用いることにより、ジャッキを
使用する一般的な工法と比較して約１ヶ月の工期短
縮が図れることとなった。 
4．おわりに 
 本稿では、道路高架橋下の狭隘な空間に残存する
高架橋の撤去計画について報告を行った。現在、本計
画で供用中の道路高架橋に影響を与えることなく、
狭隘な空間における高架橋の撤去を進めている。今
後、狭隘な箇所における施工を検討する際の参考に
なれば幸いである。 

図-6 橋台撤去状況図 

図-4 床版撤去状況図 

図-3 受け架台詳細図 

図-5 柱撤去状況図 
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